
 

 

２０２１ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージの 

会場、沿道での観戦自粛のお願いについて 

 

５月２９日（土）に実施予定の２０２１ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ(主管：

同ステージ実行委員会)について、新型コロナウイルス感染症に係る「まん延防止等重点

措置」適用の延長を踏まえ、観戦自粛をお願いするとともに、集客を図るための取組につ

いては実施しないものとして、内容を一部変更しますので、お知らせいたします。 

なお、コースや実施時間などについてには、変更ありません。 

 

１ 変更の概要について 

「会場、沿道での観戦の自粛(自宅等でのオンライン観戦)」を呼び掛け、スタート

会場、フィニッシュ会場を含めた観戦エリアの設置は行わない。 

 

２ 具体的な変更内容について 

交通規制周知、コースの設営・警備、ボランティア運営等のレースの安全な実施に

最低限必要となる事項については、現在の計画に基づき着実に実施するとともに、感

染症対策を図る一方、集客を図るための取組については、当初の予定を変更し、実施

しない。 

 

【当初予定していたが、実施しない取組(主なもの)】 

・ 観客向けガイドマップの制作・配布 

・ 推奨観戦エリアの設定・運営 

(スタート会場、フィニッシュ会場、串川・鳥屋・宮ケ瀬ダム入口交差点エリア) 

・ 各種ブース出展 (飲食を含む。) 

・ 観客向けシャトルバスの運行 

・ 観客向け駐車場の運営 

 

 

 

令 和 ３ 年 ５ 月 １ ４ 日 

相 模 原 市 発 表 資 料 



３ 新型コロナウイルス感染症対策について 

（１）来場者 

   「会場や沿道での観戦の自粛(自宅等でのオンライン観戦)」を呼び掛けるとともに、

来場者に対しては、感染防止策(三密回避・マスク着用・声援禁止)、立ち止まり禁止等

の呼び掛けを実施 

（２）相模原ステージスタッフ・ボランティア 

   マスク着用、検温・体調確認、手指消毒等を徹底する。 

（３）選手、チーム関係者、ツアー・オブ・ジャパン組織委員会関係者 

   ツアー・オブ・ジャパン組織委員会において、「Tour of Japan 開催における新型

コロナウイルス感染症対策ガイドライン」に基づき実施 

 

４ ライブ配信について 

「２０２１ツアー・オブ・ジャパン」のレースの模様は、公式 YouTube において、

ライブ配信されます。 

・公式 YouTube チャンネル 

  https://www.youtube.com/c/BPAJch 

・実況 

 ＭＣアリー（Sports MC Team REAL）、ＭＣノゾミ（Sports MC Team RAL） 

・解説 

 相模原ステージ：初山翔 氏 

 

５ 当日の取材申請について 

レース当日の取材申込みにつきましては、ツアー・オブ・ジャパン組織委員会ホームペ

ージ（http://www.toj.co.jp/?tid=100697）内の「オンライン取材申請フォーム」、又は 

「メール」 による申請が必要となります。申込に当たっては、「Tour of Japan 開催にお

ける新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」も御確認ください。 

申請受付締切は５月２１日(金)１７時です。 

【お問合せ先】 

２０２１ツアー・オブ・ジャパン 広報官：中野裕二郎（有限会社アスリートバンク） 

住所：東京都品川区上大崎２-１８-２５ ＭＭＦＭ６０１ 

E メール：toj@athletebank.net 

問合せ先 

・市民局スポーツ推進課 

 電話 ０４２－７６９－９２４５ 

https://www.youtube.com/c/BPAJch
http://www.toj.co.jp/?tid=100697
mailto:toj@athletebank.net


○ 国内において、最大規模かつ唯一の都府県をまたぐステージレース。(日本版ツール・ド・フランス)

○ 国内で開催されているＵＣＩ(国際自転車競技連合)公認レース(７レース)の一つとして、１９９６年以降２２回開催。

主 催 自転車月間推進協議会
※主管：ﾂｱｰ･ｵﾌﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ組織委員会(事務局：(一財)日本自転車普及協会)

後援・協力 各府省庁(文部科学省、経済産業省、国土交通省ほか)、関係自治体等

開 催 日 程 毎年５月中下旬の日曜日～翌週日曜日(８日間・８ステージ)

出場チーム 全１６チーム(海外７チーム／国内９チーム)
※Team UKYO SAGAMIHARA(市ホームタウンチーム)を含む。

チーム編成 ９名(選手６名／監督１名／メカニック１名／マッサー１名)

協賛企業等
( 2 0 1 9 年 )

NTN株式会社(冠協賛)、
株式会社SUBARU、
ﾃﾞｻﾝﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社、
ﾔﾏﾊ発動機株式会社、
株式会社シマノ、
株式会社明治 等

(メディア放映)

◇ ＢＳ日テレ
総集編(６０分)として後日放映。

◇ スポーツブル(無料ｽﾎﾟｰﾂﾆｭｰｽｱﾌﾟﾘ)

全ｽﾃｰｼﾞをｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾗｲﾌﾞ配信。

◆ 第5ステージ 【南信州】 (長野県飯田市)
<パレード7.3㎞> + <12.2㎞ x 10周 + 1.6㎞ ＝ 123.6㎞>
獲得標高 ＝ 2,580m

◆ 第6ステージ 【富士山】 (静岡県小山町)
<パレード6.2㎞> + <8.5㎞ + 8.3 ㎞ + 19.2km ＝ 36.0 ㎞>
獲得標高 ＝ 1,760m

◆ 第8ステージ 【東京】 (東京都大田区・品川区)
<パレード3.8㎞> + <7.0㎞ x 16周 ＝ 112.0㎞>
獲得標高 ＝ 50m

◆ 第5ステージ 【南信州】 (長野県飯田市)
<パレード7.3㎞> + <12.2㎞ x 10周 + 1.6㎞ ＝ 123.6㎞>
獲得標高 ＝ 2,580m

◆ 第6ステージ 【富士山】 (静岡県小山町)
<パレード6.2㎞> + <8.5㎞ + 8.3 ㎞ + 19.2km ＝ 36.0 ㎞>
獲得標高 ＝ 1,760m

◆ 第8ステージ 【東京】 (東京都大田区・品川区)
<パレード3.8㎞> + <7.0㎞ x 16周 ＝ 112.0㎞>
獲得標高 ＝ 50m

◆ 第1ステージ 【堺】 (大阪府堺市)
2.6㎞(個人タイムトライアル)
獲得標高 ＝ 10m

◆ 第2ステージ 【京都】 (京都府京田辺市・精華町)
<パレード3.8㎞> + <4.2㎞ + 16.8㎞ x 6周 ＝ 105.0㎞>
獲得標高 ＝ 1,836m

◆ 第3ステージ 【いなべ】 (三重県いなべ市)
<パレード3.1㎞> + <8.6㎞ + 14.8㎞ x 8周 ＝ 127.0㎞>
獲得標高 ＝ 1,650m

◆ 第4ステージ 【美濃】 (岐阜県美濃市)
<パレード4.0㎞> + <11.6㎞ + 21.3㎞ x 6周 ＝ 139.4㎞>
獲得標高 ＝ 1,218m

◆ 第1ステージ 【堺】 (大阪府堺市)
2.6㎞(個人タイムトライアル)
獲得標高 ＝ 10m

◆ 第2ステージ 【京都】 (京都府京田辺市・精華町)
<パレード3.8㎞> + <4.2㎞ + 16.8㎞ x 6周 ＝ 105.0㎞>
獲得標高 ＝ 1,836m

◆ 第3ステージ 【いなべ】 (三重県いなべ市)
<パレード3.1㎞> + <8.6㎞ + 14.8㎞ x 8周 ＝ 127.0㎞>
獲得標高 ＝ 1,650m

◆ 第4ステージ 【美濃】 (岐阜県美濃市)
<パレード4.0㎞> + <11.6㎞ + 21.3㎞ x 6周 ＝ 139.4㎞>
獲得標高 ＝ 1,218m

◆コンチネンタルサーキット 【 ２クラス 】
・ツール・ド・北海道、ツール・ド・とちぎ、

ツール・ド・熊野、OITA URBAN CLASSIC、
ツール・ド・おきなわ 等

◆コンチネンタルサーキット 【 １クラス 】
・ツアー・オブ・ジャパン、ツール・ド・韓国 等

◆コンチネンタルサーキット
【 カテゴリー超級 】

・ジャパンカップ、ドバイ・ツアー 等

◆ワールドツアー
・ ツール・ド・フランス、

ジロ・デ・イタリア、
ブエルタ・ア・エスパーニャ 等

全体概要 (２０１９年)

ＵＣＩ公認レースカテゴリー

各ステージの概要

各ステージ毎に、出場する国内チームを「ﾎｰﾑﾁｰﾑ」として設定。

当該チームは、レース期間外にも「ﾎｰﾑｽﾃｰｼﾞ」を訪問し、子供たち

との交流イベント、強化合宿等を実施。

ＴＯＪの地域貢献活動
子供たちがプロ選手たちに憧れを抱き、競技に興味を持つための

環境づくりを推進。
例) 自転車安全教室の実施、表彰式にｷｯｽﾞﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰが登壇 等

《2018年表彰式のｷｯｽﾞﾌ゚ﾚｾﾞﾝﾀー 》《子供向け自転車安全教室》 《ホームチームの応援》 《選手と子供達との交流ｲﾍﾞﾝﾄ》

※ 下線部は、国内レース

① 堺

② 京都

③ いなべ

④ 美濃

⑤ 南信州

⑥ 富士山
5月28日(金)

⑧ 東京
5月30日(日)

※ コース距離等は２０１９大会時の情報。

※ ２０２０年大会は新型コロナウィルス感染症の影響により中止。

◆ 第7ステージ 【相模原】 (神奈川県相模原市)
※ コースは、次ページのとおり

⑦ 相模原
5月29日(土)

「ツアー・オブ・ジャパン ( Tour of Japan ) 」の概要

2021TOJ公式ウェブサイト
http://toj.co.jp/2021/

２０２１年は、
富士山・相模原・東京
の３ステージで開催

２０２１年は、３ステージ＋国内チームを基本として開催

２０２１年は、
コンチネンタル

【２クラス】として開催

２０２１年は、コロナ禍を考慮して実施しない

－ １ －

http://toj.co.jp/2021/


【直線区間イメージ】 【周回区間イメージ】

串川橋

鳥屋出張所

川 尻

相原台

宮ケ瀬ダム入口

【スタート】 橋本公園西側道路
（交通規制時間6：00～10：00予定）

Ｆ

【フィニッシュ】 鳥居原ふれあいの館

【凡例】
ﾊﾟﾚｰﾄﾞ区間 :
競 技 区 間 :
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｺｰｽ：

Ｓ

小倉橋(旧)

「２０２１ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ」の実施概要

コースの説明

直 線 区 間
( 約 ９ ． ２ ｋ ｍ )
( 獲 得 標 高 約 １ ５ ２ ｍ / 周 )

橋本公園西側をスタート後に北上し、相原台
交差点において、国道４１３号のオリンピック
コースに合流。串川橋交差点まで向かう。

※ 小倉橋(旧)まではパレード区間

周 回 区 間
(約７．３kｍ＋約１３．８ｋｍ/周×７周)
( 獲 得 標 高 約 ２ ０ ７ ｍ / 周 )

串川橋交差点を左折して国道４１２号沿いに
時計回り、宮ケ瀬ダム入口を右折し、北岸林道
から鳥居原ふれあいの館の前を通り、鳥屋から
関交差点を経由し、串川橋交差点に戻る。

日 程
令和３(２０２１)年５月２９日(土) 午前８時５０分～正午頃
※ 以降、毎年５月の中下旬の土曜日に開催予定

総 距 離 約１１３．１ｋｍ

主 管 ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ実行委員会

ホームチーム Team UKYO SAGAMIHARA (市ホームタウンチーム)

交通規制時間(予定) ← 8 ： 3 0 頃 ～ 1 2 ： 0 0 頃 →

(７周)

< パレード：4.6㎞ > + < レース：108.5㎞ ＝ 4.6㎞ + 7.3㎞ + 13.8㎞ x 7周 >

← 8 ： 3 0 頃 ～ 9 ： 1 0 頃 →

関

－ ２ －

最寄駅：橋本駅
(ＪＲ横浜線・相模線、

京王相模原線)

★
【コロナ禍を考慮した変更点】
○ 観客の皆様には、会場やコース沿道における観戦をお控えいただき、自宅等でオンライン

(You Tube)観戦いただくこととします。
○ 観客を対象とするシャトルバス運行・駐車場提供・関連セレモニー等は、行わないこととします。
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Ⅰ．はじめに 

本ガイドラインは、ツアー・オブ・ジャパン（以下「TOJ」）を開催するにあたり、参加者における新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止、リスク軽減のための対策について、各機関の提言等を参考に TOJ開催に

特化し、作成したものです。TOJに参加する皆様には、本ガイドラインに沿った予防対策を必ず実施い

ただくよう、お願いいたします。 

なお、大会の開催に際しては、日本政府（厚生労働省、スポーツ庁、日本スポーツ協会、JOCなどを含

む）ないしは、開催地の各都府県の方針に従うことが大前提となります。また、大会参加・運営等に伴う

移動・宿泊等に関しては、国土交通省・観光庁等、関連する諸機関の指針に準拠します。 

〈参考資料〉 

〇「Emergency rules to be followed for the resumption of the road cycling 

season in the context of the coronavirus pandemic－コロナウイルスパンデミック

に関連したロードシーズン再開にあたって守られるべき手順について」 

―国際自転車競技連合(以下「UCI」) 

https://www.uci.org/road/news/2020/covid-19-pandemic-how-to-return-

to-cycling-events 

〇「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」―公益財団法人日本スポーツ協会 

https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid1278.html 

     〇「緊急事態宣言解除後の大会開催に向けたガイドラインについて」―公益財団法人日本自転車競技連盟 

https://cutt.ly/JCF_guidelineaboutcovid-19 

◯「新型コロナウイルス感染症に関する国土交通省の対応」―国土交通省 

https://www.mlit.go.jp/kikikanri/kikikanri_tk_000018.html 

◯「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の指針」―厚生労働省 

https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf 

 

Ⅱ．TOJ開催における対策事項 

１．TOJ全体の対策事項 

(1)感染症対策チームの設置、帯同（医師を含む） 

(2)TOJホームページにおける関係者・参加者・観客に向けた本ガイドラインの掲載及び周知 

(3)関係者・（観客を除く）参加者は、大会開催 2週間前から大会終了まで、行動履歴及び朝夕 2回の

検温、健康状態の記録を所定のフォームにて提出徹底 

(4)関係者・参加者は、大会終了後 1週間は各自の体調変化に留意し、発熱や体調不良等の症状が表

れた場合は、主催者に申告し、濃厚接触者等の確認を行う 

(5)大会で規定された参加者は、大会参加前 1週間以内に PCRまたは LAMP検査を受け、陰性を

確認した後、大会参加前 24時間以内に抗原検査（定性または定量）を受け、陰性を確認 

(6)感染者発覚後の隔離（スペース確保を含む）、医療機関受診、濃厚接触者の確認等プロセスの明確化 

(7)感染症罹患者が発生した場合に備え、各開催地における医療機関や保健所と連携を図る 

(8)大会会場における入退場動線作成及びサーモグラフィー設置による検温を実施し、発熱者や体調不

良者は入場禁止 

Tour of Japan 開催における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

https://www.uci.org/road/news/2020/covid-19-pandemic-how-to-return-to-cycling-events
https://www.uci.org/road/news/2020/covid-19-pandemic-how-to-return-to-cycling-events
https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid1278.html
https://cutt.ly/JCF_guidelineaboutcovid-19
https://www.mlit.go.jp/kikikanri/kikikanri_tk_000018.html
https://www.mhlw.go.jp/content/000678571.pdf
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(9)大会会場の各所に、手指消毒液及び感染防止対策注意喚起看板を配置 

(10)大会会場や公共の場におけるウイルスや飛沫が付着した可能性があるゴミ類（マスク、ティッシュペ

ーパー、紙類、ペットボトル等飲食に使用した容器や包装、カトラリー等）の放置・廃棄禁止、密閉の上、

持ち帰りを徹底 

(11)フィジカル・ディスタンスに留意し、常時マスクを着用する 

(12)各食事会場、食事中においては、フィジカル・ディスタンスに留意し、極力会話を控える 

(13)大会コミュニケ、スタートリスト、リザルト等は、極力メーリングリストや SNSを使用した配布と

し、ペーパーレス化を図る 

(14)以下に該当する方は、大会へのいかなる参加（大会会場への来場、観戦含）も不可とする 

①過去 1週間以内から大会会場来場当日までに、下記 a～dを含む体調不良のある方 

a. 体温37.5℃以上  

b. 強い倦怠感  

c. 感冒様症状（咳、咽頭痛、息苦しさ等）  

d. 味覚・嗅覚異常などの異変がある 

②PCR、LAMP、抗原検査受診結果が陽性で、下記 a～dに該当する方 

a. 有症状で、発症日から 10日未満、かつ症状軽快後 72 時間以内 

b. 症状軽快後 24時間経過から、24時間以上の間隔をあけ、2回の PCR検査で陰性を確認

できていない 

c. 無症状病原体保有者では、陰性確認から 10日未満 

d. 検体採取日から 6日間経過後、24時間以上の間隔をあけ、2回の PCR検査陰性を確認

できていない  

③濃厚接触者として自宅待機中、または家族が濃厚接触者として自宅待機中 

④家族に①の a～dいずれかの体調不良者がいる 

 

2．バブル方式によるコロナ対策 

大きな泡で包むように大会を運営し、選手や関係者の外部との接触を遮断する「バブル」方式 

(1)、（２）を合わせて「レースバブル」とする 

(1)チームバブル 

TOJに参加する全チームの選手、監督、メカニック、マッサー、スタッフ、広報を対象とする 

大会参加 2週間前から大会終了後まで、朝夕 2回の検温、健康チェック、行動履歴を記録、提出

を義務とし、大会参加 72時間以内に PCR検査で陰性が確認されていること 

大会期間中は、常時マスク着用(選手はレース中を除く)及びフィジカル・ディスタンスに留意した上、

可能な限り外部との接触や、レース以外の不要不急の外出を自粛すること 

(2)コミセールバブル 

ＴＯＪで全レースの執務を行うコミセールを対象とする 

大会参加 2週間前から大会終了後まで、朝夕 2回の検温、健康チェック、行動履歴を記録、提出

を義務とし、大会参加 72時間以内に PCR検査で陰性が確認されていること 

大会期間中は、可能な限り外部との接触や、レース以外の不要不急の外出を自粛すること 

常時マスク着用及びフィジカル・ディスタンスに留意した上で、チームバブルと短時間の接触を

可能とする 
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(3)セミバブル 

ＴＯＪで全レースの執務を行う関係者を対象とする 

大会参加 2週間前から大会終了後まで、朝夕 2回の検温、健康チェック、行動履歴を記録、提出

を義務とし、大会参加 72時間以内に PCRまたは LAMP検査で陰性が確認されていること 

大会期間中は、可能な限り外部との接触や、レース以外の不要不急の外出を自粛すること 

常時マスク着用及びフィジカル・ディスタンスに留意した上で、チームバブルと短時間の接触を

可能とする 

対象となる関係者は下記の通りとする 

・ニュートラルサービス 

・オフィシャルメカニック 

・レースドクター 

・大会ディレクター、事務局スタッフ 

・レース実況、セレモニーMC 

・設営・運営担当、宿泊・輸送担当、広報担当、ライブストリーミング担当、セレモニー担当 

・競技計測担当 

・新型コロナウイルス感染症対策チーム 

(4)バブル外 

(1)～(3)に含まれないすべての方を対象とし、上記バブルとの接触は不可とする 

やむを得ない事情がある場合は、三密（密閉・密集・密接）を避け、双方マスク着用の上、バブル外の

方は更にフェイスガードを着用、フィジカル・ディスタンス２ｍ以上を保ち、15分以内に留めること 

 

3．チームバブル（選手、チームスタッフ(チーム広報を含む)）の対策事項 

(1)大会参加 2週間前から大会終了まで、行動履歴及び朝夕 2回の検温、健康状態の記録を所定の

フォームにて提出 

(2)大会参加前 72時間以内に PCRまたは LAMP検査（抗原・抗体検査は不可とする）を受け、結

果を主催者に申告 

(3)大会期間中、発熱・体調不良等の自覚症状がある場合、直ちにチーム監督を通じ、コロナ対策チー

ムへ申し出、隔離状態を確保の上、保健所または医療機関へ連絡し、受診等の指示を仰ぎ、大会会

場には来場しない  

(4)チームメンバーは、大会期間中、常時マスク着用を必須とし（レース中を除く）、適宜うがい・手洗

い、手指消毒を行い、こまめに携帯電話等の所持品の消毒も併せて行う 

(5)大会期間中は、可能な限り外部者との接触を避け、レース以外の不要不急の外出を自粛する 

(6)レース前の出走サインは省略とし、ICタグのチェックで出走確認を行う 

(7)レース補給地点へは決まった補給員のみ配置し、補給の際はマスク、手袋を着用する 

(8)会場チームピット内は、基本的にチームメンバー以外の立ち入りは禁止 

(9)チームピットや準備エリアにいる人数に応じて、フィジカル・ディスタンスを確保する 

(10)レース中に唾や痰を吐くことは極力行わない 

(11)選手間のタオル、ボトルなどの共用はしない  

(12)補給に使用したボトル、ジェルなどは指定場所以外に捨てない 

(13)表彰式では、表彰対象選手は、授与されるジャージを自ら着用、副賞等を持参の上、ステージに

登壇する 
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(14)大会会場や公共の場において、ウイルスや飛沫が付着した可能性があるゴミ類（マスク、ティッシュ

ペーパー、紙類、ペットボトル、スクイズボトル等飲食に使用した容器や包装、カトラリー等）の放置・廃棄

禁止、密閉の上、持ち帰りを徹底する 

(15)メディア・スタッフ（フォトグラファー含む）がチーム広報として帯同する場合は、チームバブルに属

し、一般メディア及び外部との接触は禁止とし、レース中、プレス車両乗車及びコース上のフォトグラフ

ァー・エリアへの立ち入りは不可とする 

(16)チーム広報で、複数チームの取材を予定している場合、事前に取材予定全チームから承諾を得るこ

と 

(17)チームカーには、チームに帯同しているチーム広報のみ同乗可能とし、「チームカー同乗申請書」を

主催者に提出必須とする 

(18)選手、チームスタッフがチームバブル外のメディアの取材を受ける際は、必ずマスクを着用し、取

材者がマスク及びフェイスガードを着用していることを確認した上で、2ｍ以上のフィジカル・ディス

タンスを保つ 

 

4．コミセールバブルの対策事項 

(1)大会参加 2週間前から大会終了まで、行動履歴及び朝夕 2回の検温、健康状態の記録を所定の

フォームにて提出 

(2)大会参加前 72時間以内に PCRまたは LAMP検査（抗原・抗体検査は不可とする）を受け、

結果を競技主幹である(公財)日本自転車競技連盟（以下「JCF」）に申告し、コロナ対策チーム、主

催者において情報共有する 

(3)大会期間中、発熱・体調不良等の自覚症状がある場合、直ちに JCF担当者を通じ、コロナ対策チ

ームへ連絡、隔離状態を確保の上、保健所または医療機関へ連絡し、受診等の指示を仰ぎ、大会会

場には来場しない   

(4)コミセールは、大会期間中、常時マスク着用を必須とし、適宜うがい・手洗い、手指消毒を行い、こ

まめに携帯電話等の所持品の消毒も併せて行う 

(5)大会期間中は、可能な限り外部者との接触を避け、レース以外の不要不急の外出を自粛する 

(6)コミセールカーやオフィシャルカーは、適宜換気を行い、使用前後に車内やハンドル等の手が触

れる場所の除菌、消毒を行う。また、私物や飲食物を車内に放置しない 

(7)大会会場における施設、またはテント内では、間隔を空けて着席し、三密を避ける 

(8)大会会場や公共の場におけるウイルスや飛沫が付着した可能性があるゴミ類（マスク、ティッシュ

ペーパー、紙類、ペットボトル等飲食に使用した容器や包装、カトラリー等）の放置・廃棄禁止、密閉の

上、持ち帰りを徹底する 

 

5. セミバブル（大会関係者）の対策事項 

(1)大会参加 2週間前から大会終了まで、行動履歴及び朝夕 2回の検温、健康状態の記録を所定の

フォームにて提出 

(2)レースバブルとの接触がある方は、セミバブルに属するものとし、大会参加前 1週間前に PCR

または LAMP検査を受け、陰性を確認した後、大会参加前 24時間以内に抗原検査（定性または

定量）を受け、陰性を確認し、結果を主催者に申告 

(3)大会期間中は、可能な限り外部者との接触を避け、レース以外の不要不急の外出を自粛する 

(4)大会期間中、体調不良等の自覚症状がある場合、直ちに所属グループ代表者を通じ、コロナ対策
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チームへ申し出、隔離状態を確保の上、保健所または医療機関へ連絡し、受診等の指示を仰ぎ、大

会会場には来場しない 

(5)大会関係者は、大会期間中、常時マスク着用を必須とし、適宜うがい・手洗い、手指消毒を行い、

こまめに携帯電話等の所持品の消毒も併せて行う 

(6)オフィシャルカーや関係車両は、適宜換気を行い、使用前後に車内やハンドル等の手が触れる場

所の除菌、消毒を行う。また、私物や飲食物を車内に放置しない 

(7)大会会場における施設、またはテント内では、間隔を空けて着席し、三密を避ける 

(8)大会会場や公共の場におけるウイルスや飛沫が付着した可能性があるゴミ類（マスク、ティッシュ

ペーパー、紙類、着用後のビブス、ペットボトル等飲食に使用した容器や包装、カトラリー等）の放置・

廃棄禁止、密閉の上、持ち帰りを徹底する 

 

６. 取材・メディアの対策事項 

TOJ取材において、チームに帯同する「チーム広報」とその他の「メディア」は、明確に区別するものと

し、以下は、チーム広報を除く、一般メディア向けの対策事項とする 

(1)大会取材を希望する際は、事前に取材申請を行い、取材同意書をメールまたはWebで提出 

(2)大会取材 2週間前から取材当日まで、行動履歴及び朝夕 2回の検温、健康状態の記録を所定の

フォームにて提出 

(3)発熱・体調不良等の自覚症状がある場合、大会会場に来場しない 

(4)取材中は、常時マスク着用を必須とし、適宜うがい・手洗い、手指消毒を行う 

(5)取材中は、事前に送付された不織布ビブス及び ADカードを着用し、取材後は持ち帰りの上、廃

棄する 

(6)チームピットエリアは立ち入り禁止 

(7)チームカーへの同乗取材禁止 

(8)可能な限りチームバブルとの接触を避け、選手・チームスタッフ等に取材を行う際は、マスクとフ

ェイスガード着用を必須とし、2m以上のフィジカル・ディスタンスを保つ 

(9)取材時は、取材者同士のフィジカル・ディスタンスを十分に確保する 

(10)プレス車両は、最大 5名のみ乗車可能とし、乗車する際は、マスク着用を必須とし、乗車前に手

指消毒を行い、車両内は座席の間隔を空けて着席し、会話は控える。また、私物や飲食物を車内に放

置しない 

(11)撮影エリア（フォトグラファー・エリア）は、設定された人数制限及びＴＯＪ広報官の指示に従う 

(12)スタート・フィニッシュのフォトグラファー・エリアは、最大 5名まで入線可能とし、うち 2名はオ

フィシャルフォトグラファーとする 

(13)大会会場における施設、またはテント内等では、間隔を空けて着席し、三密を避ける 

(14)大会会場や公共の場におけるウイルスや飛沫が付着した可能性があるゴミ類（マスク、ティッシ

ュペーパー、紙類、ペットボトル等飲食に使用した容器や包装、カトラリー等）の放置・廃棄禁止、密閉

の上、持ち帰りを徹底する 

 

7. 観客の対策事項 

(1)ライブストリーミングによるレース観戦を推奨、会場への来場は自粛する 

(2)TOJホームページに掲載するコロナ対策や本ガイドラインを事前に確認し、遵守する 

(3)大会会場内は、関係者以外立ち入り禁止とする 
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(4)外出時、大会会場及びコース沿道付近を通過する際は、マスク着用必須 

(5)大会会場及びコース沿道付近を通過する際、長時間立ち止まっての観戦や大声での応援、発声等

はしない 

(6)大会会場及びコース沿道付近を通過する際、フィジカル・ディスタンスに十分留意する 

(7)大会会場及びコース沿道付近でゴミを捨てない 

 

Ⅲ.TOJ開催中止の判断基準（延期はしないもとのする） 

1.日本政府より、大規模イベントの延期・自粛・中止要請が発令された場合 

2.UCIより、コロナ禍におけるレース大会の延期・自粛・中止要請が発令された場合 

3.大会開催前に下記のいずれかの理由により参加チームの出場辞退が発生し、出場チームが 8チーム以

下になる場合 

(1)チーム内で新型コロナウイルス感染症罹患者が発生し、チーム内の他の選手やスタッフも隔離が必

要な場合 

(2)大会開催 2週間前までの期間に、海外のレースに参加した場合 

(3)選手の体調不良を含む傷病等の原因により、1チームの最低出場人数 4名が確保できない場合 

4.大会期間中に新型コロナウイルス感染症のクラスター感染が発生した場合 

5.その他、大会を中止せざるを得ない事象が発生した場合 

 

このガイドラインは 2021年 5月 11日時点でのものであり、感染状況や政府の対策方針などに基づき、

適宜更新いたします。 


